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指標②

政策指標の進捗状況が前年度から2.4ポイント上昇し，また，各施策の状況につい
ても，施策指標の達成度が高い数値を示すなど，政策全体として着実に成果を上げ
ている。

「快適な住宅の供給と取得支援の充実」について，市民の満足度，重要度がやや低
いことから，多様化する市民ニーズに的確に対応するとともに，少子高齢化の進展
や，ライフスタイル・家族形態の変化などを踏まえた施策の検討が必要である。

「快適な住環境を創出する」ため，幅広い居住ニーズに対応するための「快適な住宅の供給と取得支援の充実」，安全で環境に優しい住宅の普及促
進を図るための「住宅の安全性・環境性の向上」，良好な居住環境を形成するための「居住環境の向上」に，重点的に取り組みます。

市民が良好な居住環境の中で，安全で環境にやさしい住宅で快適に暮らしています。

市民の快適な暮らしを支えるために

快適な住環境を創出する

指標①
（総合計画に
基づく指標）

住居や周辺の住環境が快適である
と感じている市民の割合

国・県等
の動向

【凡例】
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少子高齢化の進展や，ライフスタイル・家族形態の変化，
住宅の安全性・環境性に対する意識の向上等により，市民
の住宅や居住環境に対するニーズが多様化している。
国においては，高齢者等の居住の安定化の推進や，住宅の
耐震化，環境に配慮した住宅の普及促進など，社会情勢や
地域特性を重視した住宅政策へと転換を図っている。

―

総論

総論

総論
市民が，安全で環境にやさしい住宅で生活を送るため，市民の安全性の確保や，環境に
配慮した住まいづくりを進めるなど，各種支援策を実施していく。

市民が快適な住生活を送るため，少子高齢化の進展や個々の価値観・家族形態の多様化
など，市民のライフスタイルや居住ニーズなどに対応した住宅の供給・支援を行ってい
く。

良好な住環境を形成するため，市街地再開発事業や土地区画整理事業を計画的に進める
とともに，地区独自のまちづくりのルールを定める地区計画制度などを推進していく。

高齢者世帯等の居住の安定を図るため，「地域優良賃貸住宅」の供給を進めていく。

―

「市街地再開発事業」や「土地区画整理事業」について，魅力あるまちづくりを進める
ためにも，事業を推進していく。
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土地区画整理事業の進捗率（整備面積）
（ha）

1,895.20 1,961.39

重点事業
住宅の耐震化率（％）

重点事業

見直し事業

「耐震診断」「耐震改修」の普及啓発に取り組み，住宅の耐震化を図る。

見直し事業

総論

重点施策

　施　策　の　達　成　状　況

進捗状況
施 策 の 指 標（上段:総合計画に基づく指標）

　　　（下段:その他の指標）
Ｈ24：目標Ｈ19：基準

地域優良賃貸住宅の供給戸数

指標③

市議会一般質問や各委員会等において，中心市街地の居住
促進や，住宅ストックの有効活用，住宅の安全性や環境性
の向上など，住生活に係る各施策について，意見が出され
ている。
平成20年1月　宇都宮市住生活基本計画に関する懇談会に
おいて，緑化の推進や美しい街並みの形成，魅力あるまち
づくりを進める必要性などについての提言を受けている。

改善の必要
な点

市民が快適な住生活を送るためには，その人生設計に合わせた住宅の供給や取得支援の充実が必要である。そのため，セーフ
ティネット機能としての住宅の供給や，個々の価値観・家族形態などに合わせた住宅確保への支援などが重要となっている。ま
た，本市では，他の中核市と比較し住宅の新設着工戸数が多いなど強みを持っており，これらを活用した良質な住宅ストックの
形成や，良好な住環境づくりも求められている。このようなことから，今後も多様化する居住ニーズに的確に対応するととも
に，本市の地域特性を活かしながら快適な住環境の創出に努めていく。

少子高齢化の進展や，ライフスタイル・家族形態の変化などに的確に対応するため，「快適な住宅の供給と取得支援の充実」に
ついて，本市の地域特性を踏まえながら，既存住宅ストックの有効活用など，官民協働での施策展開を検討する。
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施　策　の　二　次　評　価
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満足度

市民の意識
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2 住宅の安全性・環境性の向上
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４．政策を構成する施策一覧
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「太陽光発電システム設置費補助金」について，効果的・効率的な制度とするため，申
請方法等の見直しを行う。
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